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 Ⅰ はじめに 
防長苑は、山口県市町村職員共済組合が、地方公務員等共済組合法第１１２条の規定に基づき運営する保

養所として、昭和３５年に建設、その後昭和４４年、６０年、平成１０年度に大規模増改築、直近では、平

成２６年度に大規模改修を行いました。 
山口県の県庁所在地として様々な公共・民間団体、企業等の県内拠点であるとともに、県内観光、周辺県 

外観光地への宿泊拠点である湯田温泉街に立地する保養所として、組合員を中心とした、平日はビジネス・ 
コンベンション客を、週末は家族・観光客を主な顧客としています。 
近年、耐震化等安全対策の必要性と、運営団体の経営効率化の動きにより、全国的に公共の宿の閉鎖や、 

運営委託化が相次ぎ、市町村職員共済組合でも管轄する総務省から、独立採算にむけた経営改善計画に基づ 
く経営や、役目を終えた施設の閉鎖を強く求められています。 
 防長苑では、平成３０年度の総務省監査において、これまでの経営改善効果と、立地面、運営面において 
将来に向けたポテンシャルがあるという評価を得たところですが、新山口駅周辺へのコンベンション機能の 
移転への懸念、長門湯本温泉への大規模資本のリゾートホテルの進出といった外的な要因や、保健経理から 
の多額の繰入れ、施設の老朽化、職員の年齢分布の偏重等の内的な要因による課題を抱えており、これまで 
よりさらに一歩ギアチェンジをした経営改善を進めていかなければなりません。 
 そこでこの度、これまでの経営改善のあゆみを踏まえ、皆で経営理念を共有し、明確な独立採算に対する 
考え方や目標を持ち、戦略に沿った事業を計画的に展開していくための内外への宣言書とするために、経営 
理念、目標、推進体制を描いた本編と、事業展開をＰＤＣＡサイクルで管理していくための実行計画（アク 
ションプラン）を掲載する別冊の構成とした第三次経営改善計画を策定し、実行していくこととしました。 

 

Ⅱ 経営改善計画推進のあゆみ 
防長苑では、平成２３年度に実施した経営診断をもとに、平成２６年度から２期にわたり経営改善計画を 

定め、収支改善に努めてきました。 

１ 第一次経営改善計画  
対象年度：平成２６年度～平成２９年度（２０１４～２０１７）  
経営目標：「組合員と共に歩む」大型改修による建物の延命化と直営方式による独立採算化 
主な事業と成果： 
     宿泊：利用しやすい料金体系、カードキーシステムの導入。 
     宴会：ニーズに合った慶弔プラン等のセールス強化、日帰りプランの充実。 
        市町と連携した「おいしんちゃ」で、話題性のある情報発信。 
     レストラン旬花：土・日・祝日はランチバイキング、その他の昼は定食で営業していたが、 
        平成２９年４月に閉店。６月から民間事業者に委託するも、翌年１月に閉店。 
     レストランさくら：遠方組合員サービスの観点から、上関町のレストランの運営を受託し、 

平成２９年４月下旬から順調に営業するも、保養所の新設にあたるとして認められ 
ず、平成３０年度末で終了となった。 

     経費節減：飲食材料費の原価率を平成２４年の４０％超えから３５％～３７％へ改善。 
        職員の欠員不補充、調理業務の整理統合、事務局への経理事務移行による人件費減。 
      
成果分析（第二次経営改善計画策定時の評価）→経営診断に基づいた個別課題とその対策といった 

既存経営の補強が中心。目標を達成する手法が脆弱で、業務の適正化や既存企画の修正 
に留まる。大型改修を行ったものの、空調等の修繕に課題を残したまま。 
繰入金は、１億円から６，５００万円まで削減したが、戦略的に取り組んだ結果とは 
言い難い。飲食材料費の原価率は、仕入れと調理の工夫で、平成２９年度に目標は達成。 
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２ 第二次経営改善計画 
対象年度：平成３０年度～令和元年度（２０１８～２０１９）  
経営目標：「組合員・所属所の保養施設と収益事業」いずれは廃止を避けて通れない現実を直視した計

画。第一次計画の維持向上すべき点は継承しつつ他者の力を活用した方策（委託、受託）

による改善も模索する２か年だけの計画とし、次の第三次経営改善計画において、廃止時

期の基本設定等（時期・条件）を中心とした基本計画と、５か年期間の経営改善（実行） 
計画を策定する。 

 主な事業と成果： 
宴会：利用者にお得意様（リピーター、ファン）になってもらう営業、サービスを行う。 
   メリハリのある営業と内部業務との兼業で効率化を図り人件費削減。 
物販：遠方組合員サービスの一環で開発したスィートポテト等でイベント出展やふるさと

納税参加で、地域貢献と売り上げ向上。 
レストランスペース：民間事業者の閉店後、平成３１年４月から直営で平日ランチタイム

営業を開始。投資を抑え効率的に運営するとともに、調理部門の人材育成に挑戦中。 
レストランさくらは、売り上げ向上に貢献していたが平成３１年３月末で受託終了。上関

町に円満引き継ぎ。 
効率的な経営：固定経費である客室、温泉を活用した販路開拓として、ＳＮＳを利用した 

販売や、新プランの設定、消費税改定に伴うポイント還元に連動したキャッシュレ 
ス決済の導入を行った。この他 Facebook やホームページ、LINE・ぐるなび等ＩＴ 
の利活用によるＰＲ・販売に、事務局の広報担当と連携して取り組んだ。 

魅力発信：市町連携の「おいしんちゃ」は全市町を一巡して終了したが、客室等で防長苑 
レポート「ＥＮＪＯＹ」とともに設置してディープな魅力を発信している。 
共済だよりには、広告とは別にレポート「瓦版」を掲載し、様々な姿を紹介。 
 

 成果分析（第三次経営改善計画策定時の評価）→結果的に委託、受託による経営改善は終了。事務局と 
の人事交流や正規職員から臨時職員への転換等で人件費の軽減及び仕入れ、メニューの見 
直し等で食材料比率の軽減効果はあったが、単なる節約、切捨てには限界が見えてきてい 
る。経常収支については、依然費用が上回る状況だが、経費削減効果から差が縮まりつつ 
ある。人件費抑制、年代偏重の課題があることから、共済組合全体での定員管理計画を策 
定した。事業、企画は行っているが、伴う広報が不足している反省から、様々な媒体や手 
法を使った事務局と連携した広報に次期計画に先行して取り組んだ結果、宿泊、ランチ、 
イベント等の販売に一定の効果が得られている。前回の整備で見送った老朽化で不安定な 
空調設備については、令和元年度に整備した。 
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Ⅲ 第三次経営改善計画 

１  防長苑経営の現状と課題 
      防長苑の平成３０年度決算における経営状況については、依然経常支出が収入を上回っているとは

いえ、第一次計画を策定した当時の平成２５年度には８千万円あった保健経理からの繰入金は、同年

度決算において５千８００万円まで圧縮してきました。一方で、施設の整備については、経営継続の

先行き不安から、戦略的な整備はもとより、安全面、安定面からの設備更新についても後回しとなり、

最低限の補修にとどめてきました。 
今後、防長苑の経営改善を計画的に行っていくには、国の示す経営継続の条件である、必要とされる

保養所についての定義や独立採算等の考え方、判断する時期等を明確にし、具体的な理念と目標を掲

げた上で、それに向けた事業展開を計画的に実行していくことが必要です。 
 

2 第三次経営改善計画の位置づけと改善に向けての考え方 

（１）計画対象年度と今後の計画サイクルについて 

今後の経営改善計画は、５年ごとの計画策定時に、施設、収支、社会（地域経済）の状況等から、

１０年後の経営継続可能か否かの判断を行い、１０年経過後の独立採算経営継続を目指す長期計

画の前半５年間と位置づけた計画を策定していきます。 
       従って第三次経営改善計画では、次のとおりとなります。 

第三次経営改善計画の対象年度：令和 12 年度の経営継続を見越した  

前半：令和２年度（2020 年度）から令和６年度（2024 年度）の 5 年間 

  

（２）改善目標と繰入金について 

     【独立採算について】 
       防長苑には、毎年度保健経理から多額の繰り入れを行っています。繰入金が組合員の掛金や自治 

体等の公金である負担金で賄われていることを考えると、この事実は看過できる事ではありません。

しかしながら、防長苑が組合員の保養所であるという性格から、民間に比べて安価な料金設定で、 
同等以上のサービスに取り組もうとする以上、設備投資等全ての経費を宿泊経理の事業収入だけで 
賄い、経営を続けることは困難です。 
そこで、保養所を設置、所有する者いわゆる“大家”として整備すべき設備や固定資産税等を対 

象とした、組合員が納得できる「繰入基準」を定め、繰り入れの上限を設けることとします。この 
基準で繰り入れを行った上の単年度収支で、収入が上回る状態を国の言う「独立採算」がとれてお 
り、安易な繰入に頼ってない経営状態と定義することとします。過渡期にある第三次経営改善計画 
では、段階的に目標を定め、令和１２年度の達成を目指しています。 

  
【繰入基準について】 

上の独立採算の考え方に基づき、保養所の設置主体である共済組合の保健経理で負担する経費と 
して、建物・設備の設置、維持、管理にかかる費用、共済組合として必要な会議費用等を対象とし 
ます。この宿泊経理へ繰り入れる基準は、民間に運営委託する際の切り分け基準にも該当するもの 
と考えます。 
具体的には、共済組合の会議費(旅費）のほか、土地・建物に付帯する設備（空調、駐車場、電気、 

消防設備等）とし、営業用の備品、消耗品類は事業運営経費とします。 
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また、この繰入基準については、毎年度予算編成（設備投資を伴う変更予算を含む）時に再計算 
します。 
ただし、繰入基準を２千万円余り上回る繰入金を計画的に漸減していく第三次経営改善計画期間

中は、設備投資を行ったことにより、繰入基準値が増となっても、計画値を上回らない限り、増額

しての対応は行いません。 
 

 
 

 

（３）施設整備について 

経営改善計画策定時には、施設の状況をチェックし、１０年間の経営に必要な設備投資について、 
「安全・安定」「衛生・清潔」「魅力度アップ」の観点から判断し、優先順位をつけて、計画的に整備 
していきます。 

また執行時には、ＬＥＤ化や効率性の良い機種等の選択を行うとともに、サービス向上、売り上

げ向上に繋がる戦略的な投資、工法を綿密に分析検討したうえで、競争入札や、プロポーザル等を

積極的に取り入れて施工します。 
  

（４）地域貢献について 

防長苑は、市町村職員の保養所としてまた公共の宿として、「構成市町」、「湯田温泉」、「社会」 
への地域貢献について、防長苑の持つ直営調理、温泉、宿泊といった機能をフルに活用し、積極的 
に取り組みます。その際、公平、平等を意識するとともに、効果的な広報も絡めながら、防長苑の 
存在価値を高める活動を行います。 
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３ 防長苑の経営理念（目指す施設像と行動目標） 

     これから防長苑を継続運営していく上で、従事する職員だけでなく皆が共有し、目指す将来の防長苑

の姿を「目指す施設像」として経営理念1に示し、この施設像を実現するための皆の行動のあり方を 

「行動目標」として、経営理念２に示しました。 

  経営理念１ 目指す施設像 ：愛され、必要とされる保養所 

◆組合員をはじめとするお客様から愛され、何度でも訪れたくなる宿 
・まるで自分の家のように、くつろぎと安心、笑顔をお届けする宿  
・慶びやお偲び、新しい出会いや集い等の想いに寄り添ったプロデュースができる宿 
・心から楽しめ、旅の拠点となる宿  

   
◆地域の活性化や若者の定着に貢献し、周囲からも認められる施設 
  ・山口県各地の歴史・文化や産業を大切にし、積極的に発信する施設 
  ・若い調理師を育て、調理技術の伝承、食文化の向上に貢献する施設 
  ・周辺の学生たちが安心して働け、良い職場経験を積める施設 
  ・地域のまつりやイベント、環境保全・美化へ協力し、地元へ貢献する施設 
  ・災害や事故等への備えを行い、発生時には公共の宿としての役割を果たす施設 
 
◆職員、スタッフ全員が誇りと愛着をもち、大事に思える施設 

・目標を共有している仲間と楽しく働ける場所 
・自分の向上、成長が感じられ、働きがいがある場所 
・働く者が皆それぞれのライフプランが描ける場所 
 

 

経営理念２ 行動目標 ：信頼される運営とたゆまぬ経営改善 
◆正直、安心・安全第一の運営 
 ・個人情報の取り扱いはもとより、施設の安全等関連するあらゆる法を遵守する 
・食の安全・衛生、施設や設備機器の安心・安全を第一にした運営を行う 
 

◆お客様ファーストの WIN×WIN な経営改善 
 ・単なる切り捨て、合理化ではなく、お客様目線で考え、お客様、施設双方に喜びやメリットが 

ある経営改善を行う 
   
◆経営体制の確立と人材育成 
 ・定員管理計画に基づき、役割を明確化しながら今後の経営体制を確立する 
・経営理念を共有し、行動できる職員を育て、高い品質のサービスを提供する 

 
◆情報の公開、報告 

      ・事業はＰＤＣＡで進め、重要かつ大規模なものは、企画段階から適時組合会等へ報告、相談する 
          ・経営状況については、常に説明できるよう、統計・分析を行い、組合員へはわかりやすい広報 

を行う 

 

４ ５年間の実行計画（アクションプラン） ＊別冊＊ 
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５ 計画の推進体制（バックアップ体制） 
   防長苑と共済組合事務局は、企画会議を通じて常日頃から情報交換、目標の共有を行い、研究・協力して 

質の高いサービス提供と収支改善を図ります。そのためには、経営者を育むことを目的とした人事交流を行 
います。 

   なお、適時宿泊施設運営委員会へ運営状況や事業計画を報告・協議を行った上で、重要な事項については、 
  組合会（理事協議会）へ報告・協議事項として提出し、結果を共済だよりを通じて組合員へお知らせします。 
   また、組合員をはじめとしたお客様へ、心のこもったサービス提供を行うとともに、組合会やお客様から

頂いた意見を改善に生かし、たゆまぬ経営改善を行っていきます。 
 

 

サービス利用　　　サービス提供・広報　　　　　　　　　収支状況等報告　　　　　　利用助成・お祝い事業

　　意見

所属所・共済組合員

一般のお客様

◎企画・広告に関する協議　◎３次計画に係る協議（ＰＤＣＡ循環）

ミーティング
年金課

◎決定事項周知と意見集約
保険課

支出・会議運営営業課
総務課広報・庶務経理調理課

共済組合職員

保養所　防長苑 共済組合事務局

課長会議

◎予算等根本事項に係る協議、方針決定

企画会議

山口県市町村職員共済組合

組合会

◎運営規則の作成及び変更　◎毎事業年度の事業計画並びに予算及び決算　◎重要な財産の
処分及び重大な債務の負担　◎その他組合の業務に関する重要事項で定款で定めるもの（組

合員の保険保養若しくは宿泊または教養のための施設の経営）

理事協議会

宿泊施設運営委員会

◎宿泊施設の運営に関する調査研究　◎施設の改善に関する調査研究　◎上記に関し
理事長が委任し、又は諮問した事項
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Ⅳ おわりに 
防長苑は、この経営改善計画に基づき、１０年後の経営継続を目指した前期５年の計画の緒につきました。 

第三次経営改善計画期間は、社会の消費ニーズの変化や、地域ごとの経済面での浮き沈み、地方における労働

者不足が予測されています。 
幸い防長苑には、これを支えていただいている１万６千人の組合員とその御家族、ＯＢの方々がいらっしゃ

るとはいえ、現状の厳しい経営状況を立て直し、国の言う「独立採算の取れている施設」、組合員をはじめとす

るお客様に「愛され必要とされる施設」に向けて歩む道は容易なものではありません。 
 
今回、経営理念をはじめとする、考え方の整理を本編において行いました。内外に宣言した経営理念は、い

わば、皆が目指す山頂で、そこまでの何合目にいるかというポジショニング（目標達成度）の定義は変わりな

くとも、そこに至るための道や方法は工夫次第で何本も見つけることができると考えています。 
 
その時々の社会の動きに敏感になり、常に現状に甘んじることなく、実行計画（アクションプラン）に挙げ

た事業、例えばベースとなる宿泊や宴会も含めて、収支改善・サービス改善を視点に見直し、継続、変更、廃

止の判断をしつつ、新しい発想の新規事業等を織り交ぜて効果的に執行していくことを、行動目標としており

ます。 
 
また、山道は皆が声を掛け合い、手を引き、背を押したり、たまには立ち止まって周りを見たり、迂回した

りして登ることも必要です。登り始めた当事者の防長苑スタッフ、共済組合事務局職員はもとより、組合会議

員、所属所、組合員一人一人に「保養所 防長苑の有り様」に関心を持っていただき、声をかけ、背を押して

いただけることを願っております。 



 



 

 

 

＊ 資料編 ＊ 
 

 





平成20年度～3 0年度ɻ宿泊経理の推移と経費の内訳

topic
H22年度末：シーサイドパレス閉鎖　　　　　　　　　　　H23年度山口国体

H26年度：大規模改修に伴う繰入臨時増　　　　　　　H27年度スカウトジャンボリー

H27年度から、職員給与に臨時職員給与を参入　　

H29、30レストランさくら受託、H29波柄委託　　　　　H30山口ゆめ花博、天候不良影響

臨時を職員給与へ算定
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繰り入れ額の
範囲

科目 詳細 Ｒ元（Ｈ31）当初予算 Ｒ元（Ｈ31）変更予算　7/29 備考

運営委員会委員会 111,000 111,000 共済組合としての経費

議員旅費 50,000 50,000

委託管理費 ビル管理設備保守 1,570,000 1,570,000

（保守管理費） 消防設備点検 240,000 240,000

エレベーター 1,056,000 1,056,000

リフト 132,000 132,000

自家用電気保安業務 285,000 285,000

冷温水処理費外 429,000 429,000

空調機保守 783,000 783,000

駐車場システム 360,000 360,000

修繕費（経常、軽微なもの） 3,500,000 3,500,000

賃借料 駐車場土地 1,980,000 1,980,000

建物災害共済 196,217 196,217

施設賠償責任保険 192,610 192,610

駐車場システム 20,000 20,000

負担金 固定資産税 5,500,000 5,500,000

建物 19,033,104 22,169,104 空調設備6か月分3,136,000円の増（下以外）

構築物 100,721 100,721

機械及び装置 1,707,736 1,707,736

器具及び備品 0 120,000
空調設備6か月分120,000円の増（客室個別
分）

引湯権 160,000 160,000

計 37,406,388 40,662,388

Ｒ元（Ｈ31）当初予算　 Ｒ元（Ｈ31）変更予算　7/29 ＊Ｒ2～Ｒ12年度は、12か月分6,512,000円
の増
37,406,388+6,512,000＝43,918,388となる

繰入基準額　（100万円以下四捨五入） 37,000,000 41,000,000 44,000,000

保健経理からの計画繰入金額 60,000,000 60,000,000 毎年度△200万円の計画

差し引き（赤字補填額） -23,000,000 -19,000,000

＊変更予算ベースを12か月換算した数値4,400万円を第三次経営改善計画で目標とする繰入基準額と設定する。

防長苑は、組合員等へ低額で、高サービスを提供する保養所である。保養所設置主体である共済組合の保健経理（厚生費)が負担する経費とし
て、”固定資産”に分類される土地・建物、設備機器の設置、維持、管理にかかる費用、共済組合として必要な会議費用等を繰入の対象とする。
※宿泊経理への繰り入れ根拠＝民間に総委託する際の切り分け基準相当

具体的には、共済組合の宿泊施設運営委員会費用のほか、土地・建物、設備（空調、駐車場、電気設備、消防設備等）までとし、設備を構成する備
品以外の一般的な備品は事業運営経費とする。
また、経常的かつ軽微な修繕費は、定額で対象とする。＊Ｈ31ベースなら350万円
基準は年度予算ごと（変更予算が影響がある場合を含む）に再計算する。

旅費

第三次経営改善計画における保健経理から宿泊経理への繰入金基準額

 （Ｒ元（H31）年度1次変更予算ベースの年間換算値）

該当内訳

減価償却費

保険料
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手段、媒体の種類 詳細 ターゲット 周知度効果 頻度 費用 発展の方向性等

訪問

近隣自治体、労組等主にリピー

ト営業。行事・好みがわかって

の営業

主にリピート客 関係性を保つ

と効果は高い

過去情報からタイ

ムリーに行く

人件費とサービス

にかかる普及費が

必要な場合がある

内容に合ったターゲットにタイムリーに営業をかけること

が必要

郵送 ＤＭ

25年、結婚、新採等の優待券に

合わせて郵送（事務局）

イベント案内

組合員該当者

イベントリピー

ター

半数が使用

高

該当者発生毎

各イベント予約開

始時

予算確保分

80円/1通

物販を充実し、遠くても利用できる環境づくり。利用促進

広報を行う。発券対象者の見直し検討

報道等投げ込み

イベントやホットな話題で注目

されることを報道へ提供する

県内ＴＶ、新聞、

地方誌、雑誌

高いが話題が

少ない

稀 投げ込みだけなら

なし

記事約束なら高費

用

報道へ投げ込めるような話題性をつくる工夫、素材の取

材、画像、映像蓄積

戸別投げ込み

施設近隣戸別 事業所、住民 新しいことな

ら効果的

稀 ちらし、人件費が

必要

ターゲットごとに配布先とメリットを工夫すれば効果あり

大会、会議資料封入

大会関係者、会議出席者資料へ

封入

大会・会議参加者 利用者だけに

効果あり

チャンスをつくれ

ばある

チラシが必要 お客様にもメリットがある内容なら効果あり。Win×winな

内容を工夫。限定割引とか

ＴＶ出演

料理⾧の半レギュラー化料理番

組等

一般 広域に周知度

高いが一過性

年4回程度 なし 出演番組のアピール強化、広報と合わせて相乗効果あり

防⾧苑飲食部門の信憑性の向上

三つ折りパンフレット

苑の総合案内

アクセスや各部屋、特徴など

全般で使用 到着型、紹介

用

変更があったら更

新

低 基本となるパンフレットなので、変更ごとにきちんと更新

する

置き、播き散らし

イベント、物販、時候ごとに作

成するちらし。会議や大会資料

封入も有

営業、置き、郵送

封入と汎用

発信型、現在

中心の媒体

イベントごと 1回数万円 早い時期から、ターゲットや料金、内容の企画、デザイン

吟味が必要。大会等に封入、机上置きの交渉必要

ＬＩＮＥ@（防⾧苑）

登録者へランチメニュー、特別

料金宿泊、イベント案内

登録してくれた

ネットユーザー

リピーターつ

なぎ効果、少

数

ランチ：毎日

部屋割引：随時

5000円/月 LINEの特徴の気軽さを生かし、親密性、帰属性、お得感を

醸し出す文面、タイミングが必要

メニュー＝タイムライン掲載

メッセージ＝イベント案内（リッチメニュー活用）

ぐるなび（防⾧苑）

食、宴会、イベントをネットで

探している人へのＰＲ、空き情

報

目的を持った

ネットユーザー

引っかかり効

果

イベント時は頻繁 10000円/月 ネットユーザに引っかかる魅力的なワードを工夫するほか

内容の新しさも必要

Facebook（防⾧苑）

苑のイベントや、ホットな話題

をタイムリーに発信、反応を受

信

関心のある

ネットユーザー

相互作用、

訪問者が限定

的

ホットで自由度高

い

更新稀だと魅力無

WEBサイト付属 ホットな話題、身近な話題、トクした気分の話題性、即時

性、ホームページとの連動性

ウエブサイト（組合）

組合の総合サイト中の苑の話題 主に組合員

ネットユーザー

組合員限定的 組合員に関すると

き

小 業務経理 組合員限定サービス、ホットな話題を連動して発信

ウエブサイト（防⾧苑）

苑の総合案内と、他のネット広

報のポータルサイト

一般（旅、食）

ネットユーザー

総合性、主流 イベントごと

更新稀だと魅力無

小 宿泊経理 遠隔地、一般客を含めたwebの主要情報源として、タイム

リーに正確に更新していく

地方誌広告

サンデー山口、ほっぷへのイベ

ント、宴会プラン広告

近隣一般客 周知度高いが

一過性

大イベントごと 30,000円/1回 忘年会特集、ランチ特集など保管性がある特集に乗り遅れ

ない工夫

新聞広告

朝日等への広告・記事掲載 広域一般客 広い、瞬発的 空きがあって勧め

られたとき

30,000円/1回

特集記事等の掲載

は原則無料

費用対効果を考えて執行。記事投げ込みが優先か？

共済だより

組合員への苑関連「裏表紙広

告」と、記者視線記事の「瓦

版」

組合員 組合員限定的 年6回 大 業務経理 組合員への告知の中心。宣伝だけでなく、活動や貢献等も

知ってもらい、価値を高める広報を

建物サイン、壁パネル、

ポップ

交差点、エントランスのパネル 通行客

ぶらり客

利用者

タイムリー 新しいことがあっ

たとき

小 イベントごとに更新メンテナンス必要

部屋置き（ENJOY）

宿泊者へ苑の活動のディープな

紹介記事、おいしんちゃ全市町

編付

宿泊客・滞在客 狭いがディー

プ

取材イベントのみ

後追い

事務費、消耗品程

度

イベント報告にならず、ディープな魅力発掘、発信に特化

させなければ意味がない。

営業

広報

防⾧苑広報・営業分析ワークシート
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防⾧苑平日（月~金）時間帯・場所別顧客分析ワークシート
大（孔雀、白鳳） 中（福寿、鴛鴦） 小（千鳥、梅･桜） 和室 シングル ツイン

宿泊~チェックアウト 6～10 フロント

朝食 7~9 朝食 朝食予備（稀） 宿泊客：朝食

午前時間 9~12

清掃

設定

昼食・日帰り入浴時間 11:00~14
ランチ

フロント
会議客：予約昼食

日帰り入浴プラン

11:30～15:00

ぶらり客：ランチ

11:30～14:00

日帰り入浴プラン

11:30～15:00

日帰り入浴プラン

11:30～15:00

午後時間 1３~17

清掃

設定

夜0次会時間 17~19
仕込み

フロント
ぶらり客：0次会 チェックイン１５：００～

夜1次会時間 18~21
宴会

夕食

寝具

地元企業・団体宴会

コンベンション交流会
中グループ宴会 小グループ宴会

退職者パック等

宿泊客夕食（稀）
ぶらり客：1次会

夜2次会時間 20~22 ぶらり客：2次会

夜3次会時間 22~24

入浴時間終了 ~24 清掃

団体予約利用

ぶらり個人客

個人 予約少人数個人客
ぶらり個人客は、現状ランチと外湯利用だけなので、拡大余地あり⇒夜営業の検討

予約個人客は、日帰り入浴パックと、宴会利用者の帰宅困難者が中心

宿泊は和室好みの退職者等のグループ客に、まだまだ開拓余地あり。千鳥は高額宴

会、接待の場（とっておきの場）としての売り込み余地あり。

組合員等

外湯客

21時まで

入浴施設

宿泊客入浴

宴会客入浴

風呂・休憩所

客室

宿泊客：朝湯宿泊客：チェックアウト10時まで

清掃・セッティング

概ねの時間帯
スタッフ

繁忙

清掃

翌日準備

地元企業・団体会議、

コンベンション利用

地元団体、コンベンション客利用は、防⾧苑の主力顧客。

おもてなしとニーズに応える付加価値（有料）サービス設定・割引営業でwin×winの

関係を築くことが必要

地元企業・団体会議、

コンベンション利用(稀）

会議室、宴会場
お食事処

退職者パック

ビジネス客の

シングルユース

宴会利用者、

LINE＠客、

地元帰宅困難者

と、いうことは

防⾧苑週末（土・日）時間帯・場所別顧客分析ワークシート
大（孔雀、白鳳） 中（福寿、鴛鴦） 小（千鳥、梅・桜） 和室 シングル ツイン

宿泊~チェックアウト 6～10 フロント

朝食時間 7~9 朝食 朝食予備（稀） 宿泊客：朝食

午前時間 9~12

清掃

設定

昼食・日帰り入浴時間 11:30~15
慶弔プラン

入浴プラン
慶弔プラン 日帰り入浴プラン

午後時間 1３~17

設定

夕食仕込み

夜0次会時間 17~19 0次会時間 ぶらり客：0次会

夜1次会時間 18~21
宴会

夕食

寝具

接待、小グループ

宿泊客夕食
稀

二人連れ

客宿泊

夜2次会時間 20~22

夜3次会時間 22~24

入浴時間

24

清掃

団体予約利用

ぶらり個人客

個人 予約少人数個人客

入浴施設

風呂・休憩所
概ねの時間帯

スタッフ

繁忙

会議室、宴会場
お食事処

客室

宿泊客：チェックアウト10時まで 宿泊客：朝湯

地元企業・団体

会議・講座・同窓会

組合員等

外湯客

21時まで

会議客：予約昼食

地元企業・団体

会議・講座・同窓会

清掃・セッティング

清掃

翌日準備

土日の団体利用は、大・小イベント的なものが主流。昼食、宴会にビッフェ

スタイル等を紹介。同窓会はコンベンション仕様宴会や、有料サービス付加

で単価アップ

土曜日、日曜日のぶらり利用が可能な個人客は、外湯利用のみなので新規顧

客としての開拓余地あり。

予約個人客は、日帰り入浴パックや、慶弔プランの日中利用と遠来のファミ

リー・グループ観光客が主流。慶弔プランは、ニーズ対応を有料化した付加

価値付きで単価アップ。主流の2食付き宿泊パックはＩＴ利活用等広報・営

業方法に工夫

打ち上げ、同窓会、懇親会 現状：宿泊者夕食のみ

↓
ぶらり客：1・2次会

宿泊客入浴

宴会客入浴

24時まで

ファミリー、グループ

宿泊客夕食（部屋食）

と、いうことは

資料編-５-



【防⾧苑基本データ】
施設名 保養所 防⾧苑  CI やまぐち湯田温泉 防⾧苑

所在地 山口市熊野町4番29号

開業  昭和35年10月1日

設置者 山口県市町村職員共済組合

【防⾧苑60年の歩み】

昭和35年10月1日 防⾧苑開設 ３階 昭和42年の共済だよりに写真と「全館冷暖房」の広告がある

昭和44年4月~11月 改築11月11日落成式・４階鉄筋コンクリート造 1回目の大改築

昭和51年7月 大広間の改造終了 和・洋の結婚式や宴会ができるようになった

昭和52年3月 引湯復活に伴う料金改定 昭和47年から温泉引湯が中断していたとのこと

昭和53年8月1日 萩海浜福祉センター開業

昭和54年1月~3月 防災関係工事

昭和54年7月 萩海浜福祉センター会議室増築

昭和57年度から 銀婚祝利用優待助成券発行事業開始 1万円 *昭和59年度から1万2千円

昭和58年11月・12月 ウィンターバイキング開始 飲み放題・食べ放題3,500円

昭和59年11月~60年9月 増改築工事  約２億7千万円
その間休業し、周囲の公共の宿６軒で助成券利用可能対応。昭和44年

竣工部分一部（正面道路側）残置＊エントランス、お食事処の1~4階

平成6年1月 宴会場熱源（空調）工事

平成7年8月 シーサイドパレス萩開業 プール、フィットネス、レストラン、宿泊

平成9年4月1日 宿泊利用助成券額引き上げ

平成9年9月竣工 外装改修工事

平成10年11月～11年3月竣工 増築・模様替工事  約３億円
娯楽室⇒洋室、空調設備、ロビー拡張、竹庭撤去

バリアフリールーム改装

平成11年4月1日 お食事処「旬花」開業、料金改定 居酒屋ぐるめ亭を閉鎖し、和食中心のレストラン「旬花」へ

平成16年1月竣工 道路整備に伴う庇改修工事

平成16年1月竣工 浴場他改修工事

平成17年9月竣工 床改修工事（2階会議室、４階客室）

平成21年11月 男女浴室改修

平成22年5月 鶴、福寿、3階通路クロス、カーペット改修

平成23年2月 デジタル放送共聴設備改修工事

平成23年１月 シーサイドパレス萩閉鎖

平成24年2月 昇降機２基改修工事

平成23年度~25年度 コンサルによる経営指導 ３か年事業

平成24年度 建物診断を実施 耐震を除く

平成25年度 第一次経営改善計画策定(H26~29）

平成26年5月~31年3月 お維新ちゃ！やまぐちｉｎ防⾧苑 19市町編
市町のおいしい食材の紹介と防⾧苑のコラボによる新レシピを足掛け5

年かけて19市町すべてを踏破

平成26年 大規模改修工事 防水、外壁改修、クロス等内装、給排水、電気、昇降機新設3台、備品

平成29年3月 喫煙所（分煙ルーム）設置 労働局補助事業で、１階階段横に設置

平成29年4月 1階レストラン旬花閉店 平日日替わり等定食、土曜日はバイキング実施

平成29年6月~30年1月 1階居酒屋「波柄」委託営業 ㈱Coming Up への委託

平成29年5月~31年3月 上関レストラン「さくら」受託営業 一般財団法人 なごみからの受託

平成29年12月 駐車場有料化工事
無断駐車排除のため高料金を設定し、利用者は無料処理をしている。

効果有。

平成29年度 第二次経営改善計画策定(H30~31）

平成30年9月 白鳳タイルカーペット改修 畳とのリバース仕様廃止。座位の宴会、婚礼の終了

平成31年3月（4月） 1階お食事処で平日ランチ営業開始 フリードリンク付き日替わりランチ等

令和元年度（平成31年度） 全館空調設備工事
厨房、レストランを除き、個別orユニット空調化。老朽化したチラー

は、温水給湯のみ稼働。

令和元年度（平成31年度） 第三次経営改善計画策定（R2~6）

令和2年4月 1階お食事処 夜営業開業予定 店名：やまぐちのうまいもん極Kiwami

令和2年度 開業60周年記念事業を計画中 １０月１日が開館６０周年記念日

資料編-６-
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保養所「防長苑」第三次経営改善計画 Ⅲ－４　5年間の実行計画（アクションプラン）
.

経営理念1　（目指す施設像）

1 愛され必要とされる保養所

1 何度でも訪れたくなる宿（新しいお客様が増え、リピートする） 第三次経営改善計画実現をリードする想定事業 時期、方針 新規客 RPT
単価↑

売上↑
満足！ 貢献！ ｺﾗﾎﾞ！ 発信力 その他

泊 日常から離れたくつろぎと安らぎの空間 部屋環境に合った調節可能な空調の全館整備 2019先行実施⇒保守点検・節電 △ 〇
安心

安全

部屋、ロビーの改装、しつらえを整美 2020～優先順位をつけて順次整備 △
安心

安全

三共済湯めぐりプラン（翠山荘、セントコア、防長苑） 継続⇒ＰＲ強化 〇 〇 〇 〇 〇

温泉 温泉を利用した保養と安心して集える場所 日帰り湯の開放＊かんぽの宿閉鎖による受入れ開始要請対応 2019.12外湯一部開放先行⇒継続 〇 〇 〇 〇 〇

温泉付き昼食プランの改良とターゲット広報 継続⇒プラスα、広報強化 〇 〇 〇 〇 〇

宴・食 和洋のおいしい納得価格の料理 防長苑の”売り”である料理の満足度と価格のバランス確立,朝食の充実 継続⇒プラスα、広報強化 〇 〇 〇 〇 〇

予約がなくても、少人数でも楽しめる場 お食事処の平日ランチ営業 2019.４先行⇒夜営業との兼合いで見直し 〇 〇 〇 〇 〇

お食事処の夜営業 2020.4開始予定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

隙間時間に憩える場所 ゼロ次会(宴会開始前の待機時間のチョイ飲みサービス） ＊夜営業との兼ね合いで検討→＊ 〇 〇 〇 〇

ロビー喫茶（会議前、休憩時間等のテイクアウトコーヒーサービス） ＊検討→＊ 〇 〇 〇 〇

物販 遠いお客様（特に組合員）にも利用できる物販 ふく刺し等に加え新商品を作成、コラボ商品等の物販 継続⇒プラスα 〇 〇 〇

防長苑の技、山口県の匠の技に触れ購入できる場所 他の宿にないモノをロビーで紹介・販売手数料収入の確保 2019.11匠山泊先行⇒プラスα 〇 〇 〇 ◎ 〇

総合 防長苑ならではのオリジナル講座 ヨガや、調理技術、食材、マナーなどの講座、レッスンを企画実施 2019.7ヨガ先行⇒企画しプラスα 〇 〇 〇

笑顔とおもてなしをお届けする 接客講習、新人研修、ＯＪＴ、ミーティング 継続⇒充実 ◎ ◎

2 お客様のニーズに寄り添い、プロデュースできる宿 第三次経営改善計画実現をリードする想定事業 時期、方針 新規客 RPT
単価↑

売上↑
満足！ 貢献！ ｺﾗﾎﾞ！ 発信力 その他

泊・宴・食 お客様の”こんなのあったらいいな！”のプラン化 ニーズ先取りのプラン、メニューを企画、広報・営業

時機をとらえた新鮮味のあるプラン 歳時記、行事、催事と連動した魅力あるプラン

対象（ターゲットの年齢や特性）に特化したプラン 年金受給者、女子会、同窓会、夏休み親子等に向けたプラン

オプション付きプラン 美術、文化、スポーツ等とのコラボ、タイアッププラン

山口県の観光を生かしたプラン 周辺散策、県内観光、特別体験、ＳＬ乗車、連泊、送迎プラン

他共済と連携したプラン 他共済との相互・合同プラン、他共済コラボ食材メニュー

記念日に特化したプラン 食い初め、両家顔合わせ、周年祝い、誕生日、お悔やみ

物販 新しいターゲットに向けたギフトプラン 自分ではなく、誰かに母の日、敬老の日等に贈れるギフトプラン ＊検討→＊ ◎ 〇 〇 ◎ ◎

季節・行事にむけた防長苑ならではの惣菜物販 季節、歳時、運動会等行事の惣菜、仕出し弁当、オードブル等の物販 継続⇒行事連動部分拡大・営業強化 〇 〇 〇 〇 〇

宴・会議 主催者も参加者にも喜ばれる宴会・会議

会の目的、特徴にマッチした宴会、集会 コンベンション仕様、接待、カジュアルビッフェ等の差別化 継続~検討→営業できるパターン化 〇 〇 〇 〇 〇

宴、集会のオプションサービス商品化 花束、祝餅、菓子、特別膳等々を自作orコラボで商品化 ＊検討→＊営業できるパターン化 〇 〇 〇 〇 〇 〇

会議主催者支援オプションサービス 資料作成、垂幕、三角柱等の商品化、弁当、司会、花束等の付加 ＊検討→＊営業できるパターン化 〇 〇 〇 〇 〇

総合 お客様に便利なサービス フロントでのキャッシュレス決済 2019.10先行⇒継続 △ 〇

ネットでの照会・予約・決済。ぐるなびによる空き情報 継続～ 〇 〇 △〇 〇 〇

ライン会員による直前割引、イベント、物販・メニュー広報 2018.10先行⇒ 〇 〇 〇 〇 〇

組合員 組合員の元気回復をサポートするサービス 宿泊助成、利用助成、お祝い券等の発行（事務局） 継続⇒配布対象者、使いやすさの検討 〇 〇 △ 〇

組合員対象の講座やレッスンの充実（防長苑・事務局共催） 継続⇒内容、自己負担価格等を検討し実施 〇 〇 △ 〇

毎年度、事業計画で広報戦略とともに計上

し、ＰＤＣＡで、改良を加え実施する
◎ 〇 ◎ ◎ 〇

一部

〇

一部

〇

注：太字＆アンダーラインの事業は、令和２年度に改善効果を見込む主な事業



保養所「防長苑」第三次経営改善計画 Ⅲ－４　5年間の実行計画（アクションプラン）
.

3 年間を通じて楽しめる宿 第三次経営改善計画実現をリードする想定事業 時期、方針 新規客 RPT
単価↑

売上↑
満足！ 貢献！ ｺﾗﾎﾞ！ 発信力 その他

宴 防長苑を象徴するする主催イベントがある

隙間期間を狙った季節のイベント 現況：夏のビール祭り、冬のビール祭り 既存⇒継続、展開工夫＋α 〇 〇 〇 〇 ◎

和洋料理の粋をアピールするイベント 現況：秋の宴、フランス料理の夕べ等からの高価格宴会誘導 既存⇒継続、展開工夫+α 〇 〇 〇 〇 ◎

広報 知りたい情報、知って得する情報がある

フレッシュな話題の広報 ホームページ、Facebook、LINE、ぐるなびによる広報 継続⇒データアップ頻度、内容に工夫 〇 〇 〇

スポットで、広域、高効果な広報 新聞、地域情報誌広告、投げ込み、取材、ＴＶ出演 継続⇒プラスα ◎ 〇 〇 ◎

ディープな魅力、情報を伝える広報 共済だより記事、部屋置き「ENJOY」、基本パンフレット 継続⇒誘導に工夫 〇 〇 〇 〇

特典 次につながる特典サービスがある リピート割引や、ランチポイント等 継続⇒改良 ◎ △〇 〇

物販 【再掲】季節・行事にむけた防長苑ならではの惣菜物販 季節、歳時、運動会等行事の惣菜、仕出し弁当、オードブル等の物販 継続⇒拡大・営業強化 〇 〇 〇 〇 〇

イベント 令和2年に60年を迎える感謝とお祝い 施設開業60周年のご愛顧を感謝し、お祝い事業を展開 2020年10月を中心に年間を通じて展開 〇 〇 〇 〇 〇

2 地域の活性化に貢献し、周囲からも認められる施設

1 県や市町の観光や事業に協力・発信し、発展に寄与する施設 第三次経営改善計画実現をリードする想定事業 時期、方針 新規客 RPT
単価↑

売上↑
満足！ 貢献！ ｺﾗﾎﾞ！ 発信力 その他

総合 市町（産業・文化）に連携し、活性化に貢献 大内御膳や「おいしんちゃ」等市町の歴史や産業とのコラボ事業 継続⇒事業に伴う広報強化 〇 ◎ ◎ 〇

食べきっちょる運動、食品ロス対策、地産地消、共同募金等 継続⇒事業に伴う広報強化 〇 ◎ ◎ 〇

関係事業者とタイアップし両者の魅力増進 【再掲】他の宿にないモノをロビーで紹介・販売 2019.11匠山泊先行⇒プラスα 〇 〇 〇 ◎ 〇

地域、周辺の事業所とタイアップしたオプション、特典、プラン 継続⇒プラスα 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

地域と共存し、地域の発展に貢献 地域行事、会議、美化活動等への参加・イベント出店・協力等 継続⇒広報強化 ◎ ◎ 〇

2 若者雇用や育成で地域に貢献する施設

雇用・育成 調理師を育て、和洋調理技術、食文化の向上に貢献 和洋どちらも学べる環境下での育成、資格取得のバックアップ 継続⇒育成方針を共有して取り組む ◎ 〇

安心して働け、良い職場経験を積める施設 周辺大学生等の良好なアルバイト先としてのクォリティ保持 継続⇒指導方針を共有して取り組む ◎ 〇

中学生等が安心して職場体験のできる施設 職場体験、実習の受け入れ 継続⇒教育的効果を共有して取り組む ◎ 〇

3 災害、事故への備えと発生時の協力

災害 万一の事故、災害へ備え減災できる施設 訓練、常備品の整備・点検、連絡網や体制の整備 継続⇒あらゆる事故災害に備え強化 △ 〇
安心

安全

発生時に協力できる施設 被災者受け入れ事業協力、緊急避難先協力 継続⇒ △ 〇 ◎

3 皆が誇りと愛着をもち、大事に思える施設

1 スタッフの働き甲斐と良好な職場環境 第三次経営改善計画実現をリードする想定事業 時期、方針 新規客 RPT
単価↑

売上↑
満足！ 貢献！ ｺﾗﾎﾞ！ 発信力 その他

職場環境 目標を共有している仲間と楽しく働ける場所 経営理念、行動目標の浸透、部署毎ミーティングの充実 2020～継続

自分の向上、成長が感じられ、働きがいがある場所 人材育成に係る研修、人事評価、給与制度 継続・検討

働く者が皆それぞれのライフプランが描ける場所 働き方改革対応、臨時職員、パート職員の雇用、処遇、福利厚生 2020～適用

ハラスメントのない職場環境づくり ハラスメントを禁止する規定、相談窓口整備、周知、研修の実施 2019～継続

表彰 表彰されるような技術や活動をしている施設 調理技術・育成、共同募金協力活動、地産地消等 継続 〇 〇

周年記念 【再掲】令和2年に60年を迎える感謝とお祝い 施設開業60周年のご愛顧を感謝し、お祝い事業を展開 2020年10月を中心に年間を通じて展開 〇 〇 〇 〇 〇

全てのスタッフの働く環境改善、モチベーション〇

注：太字＆アンダーラインの事業は、令和２年度に改善効果を見込む主な事業



保養所「防長苑」第三次経営改善計画 Ⅲ－４　5年間の実行計画（アクションプラン）
.

経営理念２　（行動目標）

1 信頼される運営とたゆまぬ経営改善

1 正直、安心・安全第一の運営 第三次経営改善計画実現をリードする想定事業 時期、方針
安心

安全
効率

経費

節減
満足！ 貢献！ ｺﾗﾎﾞ！ 発信力 その他

総合 施設運営に関連するあらゆる法を遵守した運営 法令、規程類に基づき安心・安全第一の運営を行う 継続⇒徹底 ◎ 〇

個人情報の的確な取り扱い 顧客の個人情報保護（掲出時、保管、アクセス制限等） 継続⇒徹底 ◎ 〇

施設や設備機器の安心安全な運転等 設備等の保守・点検、初期段階での補修、施設の長寿命化 継続⇒計画的に実施 ◎ 〇 〇 〇

食の安全・衛生 食材の衛生的な保管・調理、調理場の衛生管理、衛生意識啓発 継続⇒特に梅雨、9月、ノロ時期の徹底 ◎ 〇

安心な信用のある事業者との取引 継続⇒徹底 ◎ 〇

必要な資格の取得と訓練 防火管理者、ふぐ処理等資格や免許の計画的な取得・更新 必要な資格の把握、取得者の管理継続 ◎ 〇

2 お客様ファーストのWIN×WINな経営改善 第三次経営改善計画実現をリードする想定事業 時期、方針
安心

安全
効率

経費

節減
満足！ 貢献！ ｺﾗﾎﾞ！ 発信力 その他

施設管理 高効率機器の導入 エネルギー消費量等を考慮したＬＥＤ、空調機等の導入 2019空調、大宴会場LED先行⇒拡大 〇 〇

ユニバーサルデザイン機器等の導入 誰にも使いやすいデザインの備品、食器類の選択 継続⇒拡大 〇 〇

営業 戦略的なサービス営業 価格と品質、量のバランスのとれた定価の設定と営業 研究⇒確立 〇 〇 〇

調達 競争や比較による調達 入札や見積合わせ等比較検証による購入、導入 継続⇒徹底 〇 ◎ 〇

食材の効率的な購入 和・洋調整購入、仕入先の発掘、旬の食材の調達 研究⇒拡大 〇 ◎

調理 飲食材率の抑制と品質保持 食物残渣（調理残渣、食べ残し）の縮減メニュー、方法の確立 研究⇒確立 〇 ◎ 〇環境 〇

周辺と競争力のある価格と品質 周辺市場と競争でき、選ばれる価格と品質の保持 研究⇒確立 〇 〇

総合 経費節減と回転率の向上 委託業務の見直しと空き時間・空き設備・空き部屋の効率的な活用 研究⇒確立 〇 〇

3 経営体制の確立と人材育成 第三次経営改善計画実現をリードする想定事業 時期、方針
安心

安全
効率

経費

節減
満足！ 貢献！ ｺﾗﾎﾞ！ 発信力 その他

体制・定員 最適な職員配置と処遇の確立 組合定員管理計画に基づく、最適な職員配置と処遇の確立 継続⇒確立

共済組合事務局との人事交流 共済組合全体の経営者育成を目的とした交流 2020～2024

事務局によるバックアップ体制確立 事務局による企画、広報、運営等のバックアップ 継続⇒協力体制強化

人材育成 組織的な職員のモチベーションとスキルアップ 目的を持った持続的な研修、マニュアル化 〇 〇 〇 〇

フロント・バンケット部門 接客、マナー、装飾（生け花、掛け軸等）インターナショナル対応 〇

管理部門 施設管理、経理、防火管理、救急救命、災害対応、バリアフリー対応 〇 〇

調理部門 和洋調理技術、和洋食作法・季節行事、食品衛生、アレルギー対応等 〇 〇 〇

その他 司会・スピーチ、講師、著作（レシピ集、講演会資料等）、デザイン 〇 〇 〇 〇

事務改善 個人の力を組織の力に高める協力、協働の体制づくり 一人ひとりの事務改善、節約、おもてなしの積み重ねの評価と波及 継続⇒強化 〇 〇 〇 〇

労務管理 適正な労務管理と働き方改革への対応 法令に基づき、適正な労務管理、職場環境の整備を行う 2020～適用

【再掲】ハラスメントのない職場環境づくり ハラスメントを禁止する規定、相談窓口整備、周知、研修の実施 2019～継続

4 情報の公開、報告 第三次経営改善計画実現をリードする想定事業 時期、方針
安心

安全
効率

経費

節減
満足！ 貢献！ ｺﾗﾎﾞ！ 発信力 その他

総合 情報公開と報告 経営改善計画の進捗のほか、重要な事象について、組合員へ報告 継続 〇

わかりやすいデータ、資料作り 様々な施設統計データ収集と分析。比較データの活用 継続⇒強化 〇 〇 〇

組合員への報告 計画初期段階から適時、委員会、理事会、組合会での承認、報告 継続 〇

「共済だより」による組合員への経営状況報告 継続 〇

2020~業務の一環として推進

全てのスタッフの働く環境改善、モチベーション〇

経営体制の強化、効率化〇

注：太字＆アンダーラインの事業は、令和２年度に改善効果を見込む主な事業


